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国
連
リ
ス
ト
の

「
同
等
リ
ザ
ー
ブ
」
が

「
保
護
地
域
」
に
置
き
換
わ

っ
た
の
は

一
九
八
二
年
で
あ
る
ｃ
さ
ら
に
、
田
村

ア
地
域
の
会
議
の
名
称
は
、
写
真
の
よ

う
に

「
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
世
界
保
護
地
域
委
員

会
第
五
回
東

ア
ジ
ア
保
護
地
域
会
議
」

と
な

っ
て
い
る
ｃ

こ
の
よ
う
に
、
会
議
名
称
が

「保
護

地
域
」
と

「
公
園
」
の
間
で
揺
れ
動
く

の
は
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
内
部
の
葛
藤
と
保
護
地

域
の
定
義
の
問
題
を
示
す
と
考
え
ら
れ

る
。Ｉ

Ｕ
Ｃ
Ｎ
総
会
に
お
い
て

一
九
九
四

年
に
承
認
さ
れ
た
保
護
地
域
の
定
義
と

そ
れ
に
基
づ
く
保
護
地
域
管
理
カ
テ
ゴ

リ
シ
ス
テ
ム

（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
　

一
九
九

四
）
に
関
し
て
問
題
が
あ
り
、
二
〇
〇

三
年
の
第
五
回
世
界
公
国
会
議
を
契
機

に

「共
通
語
で
話
そ
う
」
と
い
う
保
護

地
域
管
理
カ
テ
ゴ
リ
を
見
直
す
た
め
の

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
始
ま
る
。
翌
二
〇
〇

四
年
に
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ａ
委
員
長
を
歴
任
し
た

カ
ー
デ
ィ
フ
大
学
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ら

に
よ

っ
て

「
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
保
護
地
域
管
理

カ
テ
ゴ
リ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
と
実
績
の

検
討
」
と

い
う
報
告
書

（「
巨
〓
ぼ
″
＞
・

ｏ
（
■̈
い
ｏ
ｏ
卜
一
”
∽，
ｏ
も
【
お
け
”
一
い
ｏ
ｏ
じ

が
発
行
さ
れ
る
ｃ
と
こ
ろ
が
、
さ
ら
に

多
く
の
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
二
〇
〇
七
年
に
ス
ペ
イ
ン

の
ア
ル
メ
ニ
ア
で

「保
護
地
域
を
定
義

キ
ソ
フ０
　
（』り
一∽，
Ｃ
Ｏ
・
Ｈ）Ｌ
』
一の
マ
”
●
α
∽
一〇
〓
〇
●

一
８
∞
）
」
と

い
う
国
際
会
議
が
開
催
さ

れ
る
ｃ
こ
の
会
議
に
は
五
〇
カ
国
か
ら

一
〇
〇
名
以
上
が
参
加
し
た
が
、
日
本

か
ら
の
参
加
者
は

い
な
か

っ
た
。
こ

の
会
議
を
踏
ま
え

て
保
護
地
域
の
新

た
な
定
義
と
そ
の

管
理
カ
テ
ゴ
リ
に

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
加

え
た
保
護
地
域
管

理
カ
テ
ゴ
リ
適
用

ガ

イ

ド

ラ
イ

ン

（
∪
〓
２
の
く

の
α
・

Ｎ
８
∞
）
が
発
刊
さ

れ
た
。

こ
の
｛疋
土我

（
コ

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
定
義
で

は
保
護
と
維
持
と

い

う
消
極
的
な
管
理
手

ラ
ム
３
）
で
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
に
よ
る
定
義

の
文
言
を
取
り
入
れ
る
と
同
時
に
、
生

物
多
様
性
の
管
理
を
日
的
か
ら
除
外
す

る

一
方
で
、
自
然
お
よ
び
文
化
資
源
を

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
と
文
化
的
価
値
に
置

き
換
え
て

一
層
社
会
的
な
役
割
を
重
視

し
て
い
る
ｃ

こ
こ
で
は
保
護
地
域
の
定
義
に
焦
点

を
当
て
た
が
、
そ
の
管
理
カ
テ
ゴ
リ
シ

ス
テ
ム
は
、
定
義
の

一
六
年
前
に
導
入

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、　
一
九
七
八

年
の
保
護
地
域
管
理
カ
テ
ゴ
リ
の
導
人

が
保
護
地
域
の
定
義
を
必
要
と
し
た
と

も
言
え
よ
う
．
し
か
し
、　
一
九
六
九
年

の
国
立
公
園
の
定
義
と
同
様
、
既
に
多

様
な
保
護
地
域
が
多
様
な
管
理
目
的
で

設
定
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
そ
の
定

義
や
管
理
カ
テ
ゴ
リ
の
変
更
が
今
後
も

必
要
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
読
ん
で
も
、
担
当
者
に
よ

っ
て
解

釈
が
異
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
が
、

日
本
の
国
立
公
園
や
国
定
公
園
が
カ
テ

ゴ
リ
Ⅱ
と
Ｖ
に
分
か
れ
る

一
因
に
も
な

っ
て
い
る
３
す
な
わ
ち
、
保
護
地
域
と

そ
の
管
理
カ
テ
ゴ
リ
が
、
ま
だ

「共
通

語
」
に
な

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

．聘

さ
れ
た

の
は
第
五
回

「
世
界
公
園
会

議
」
で
あ

っ
た
。
な
お
、
二
〇
〇
五
年

に
香
港
で
開
催
さ
れ
た
最
後
の
東
ア
ジ

追
記

一
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
イ
校
で
脊
椎
動
物
の
生
態
学
を
学
ん

だ
リ
ー

・
タ
ル
ボ
ッ
ト
は
、　
一
九
五
四

年
に
Ｉ
Ｕ
Ｐ
Ｎ
に
加
わ
り
、
東
ア
フ
リ

カ
や
東
南
ア
ジ
ア
の
動
物
相
に
関
す
る

調
査
を
進
め
、
セ
レ
ン
グ
テ
ィ
国
立
公

園
等
の
保
全
や
野
生
動
物
の
保
全
に
貢

献
し
、　
一
九
七

一年
の
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
ワ

シ
ン
ト
ン
条
約
の
生
み
の
親
と
も
吾
わ

れ
る
．
田
村
剛
は

一
九
五
九
年
に
Ｉ
Ｕ

Ｃ
Ｎ
総
会
に
初
参
加
以
降
、
タ
ル
ボ

ツ

ト
ら
と
親
交
を
深
め
て
い
た
。
な
お
、

タ
ル
ボ

ッ
ト
の
父
親
は
、
ア
ル
ド

・
レ

オ
ポ
ル
ド
の
同
僚
で
、
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス

推
進
者
の

一
人
で
あ

っ
た
．
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東アジア保護地域会議にお |り る

タルボットIUCN元事務総長

コラムコラム3 2008年の|∪ CN新保護地域定義
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A clearly defined geographical space, recognized,
dedicated and managed, through legal or other
effective means, to achieve the long term
conservation of nature with associated ecosystem
services and cultural values
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